
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 梅雨の季節になりました。梅雨空を見上げながら，今日は水泳学習があ

るのかなと子どもたちは心配そうです。6 月 27 日（金）には，縦割りグ

ループに分かれ，大縄大会が行われました。高学年の子どもたちが，低学

年の子どもたちをリードし 10 分間でどれだけ跳べたかを競います。縦割

りグループの活動を通して，学校の目指す子ども像の「やさしい子」や「が

んばる子」に育ってくれたらと思います。一番多かったグループはラッコ

グループ 5 班で 5２０回でした。すばらしいですね。優勝したグループに

拍手を送りたいと思います。 

 

＜本校児童が京都ジュニア環境サミットに参加＞６月２２日 

 新聞やテレビなどでも報道された「京都ジュニア環境サミット」に，上

京区の小学生代表として，本校の６年生児童が出席しました。本校の環境

員会の取組をしっかり発言してくれました。 

～出席児童の感想文から～ 
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ジュニア環境サミットに参加して，室町では環境問題についてすごく取り組んでいると思っ

ていたけれど，もっとすごい学校がたくさんありました。特にすごいなぁと思ったのが，蜂ヶ

岡中学校です。あじさい祭というのをしていて，いろいろな所にあじさいのはちを置き，学校

だけではなく，学校の周辺にあじさいが置かれていました。他にもゴーヤでつくった緑のカー

テン，屋上ではサツマイモを育てていました。花や木など植物がたくさんあって，とても環境

にいい学校だなぁと思いました。（中略） 

ジュニア環境サミットに参加して，きん張したけど，他の学校や京都の取組，海外の取組に

ついて知って，とても大切だなぁと思ったこともいっぱいあったし，これからどうしていけば

いいのか自分の考えも言えたのでよかったです。ジュニア環境サミットに参加した一人一人が

環境のことを考えていて，これからしていかないといけないことが考えられてよかったです。 

表彰式の

様子です。 



 昨年度まで室町小学校は京都市教育委員会より，「みやこ創生パイロッ 

トスクール」の指定を受け「算数科」を中心教科として確かな学力を形成 

するための授業を研究してきました。今年度は新たに「みやこレインボー 

スクール」の指定を受け，算数科で培ってきた問題解決の力を理科にも 

応用していくことになりました。問題解決の力を算数科・理科を中心に 

進め，その学び方を各教科や総合的な学習に生かしていくことを学校教育 

の大きな柱としました。 

＜6 月に行われた３つの授業研究の様子から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～５年 理科「生命の誕生」～ 

生き物の中で，メダカを取り上げどうしたら

メダカが元気よく過ごせ卵を産むことがで

きるのか考えています。黒板に自分の考えを

書きながら発表している場面です。 

～２年 算数科「かくれた数はいくつ」～ 

「花がきのう８本さいていました。けさは２

５本になっています。なん本ふえましたか。」

という問題をテープ図に表してから問題を

解き，テープズ図を使って自分の考えを 

説明していきます。 

～５年 算数科「変わり方の決まり」～ 

「同じ長さのひごを使って，階段を作ってい

きます。５段の階段を作るには，ひごは何本

必要ですか。」という問題です。ふえ方を表

に表し，ふえ方の決まりを考えます。 

 このような授業では，室町校の目指す子ども像「考え表現する子」を

意識した展開を考えています。詳しい授業の様子は，本校ホームページ

をご覧下さい。 



＜学校地域ボランティアの紹介です＞ 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 2２日～７月２５日 サマースクール 

 夏休みに入っての 1 週間は 1 日約２時間，各教室で主に夏休みの課題を

進めていきたいと思います。自由研究の進め方なども，この時にどしどし

聞いていただけたらと思います。なお，2４日（木）・2５日（金）はサマ

ースクール終了後，５・6 年生を対象にジュニア京都検定対策講座を実施

いたします。「京都もの知り博士」目指して，テキストブックを使って教頭・

副教頭が中心に指導にあたります。希望制で，後日申し込み用紙を配布し

ます。どしどし参加してください。 

 

 

＜お知らせ＞ 

 京都市教育委員会では，携帯電話・インターネットの有害情報や不適切

な利用から子どもたちの命と健やかな育ちを守るため，電子メールで連絡

できる『誹謗中傷・いじめから子どもを守る「ネット・トラブル情報デス

ク」』を以下のように開設いたしました。お知らせいたします。 

 高嵜賢夫（たかさきまさお）さん６６才です。

学校の植栽作業を中心に毎日２時間ほど来てい

ただいています。仕事をやめられて，世の中のた

めに何かしたいということで４年前から，公園の

美化活動をされていました。今年度より室町校で 

活動してもらっています。「私に続く人が出てほ

しい」と言っておられました。 

 学校では様々なボランティアを募集していま

す。おられましたら，学校までお声かけください。 

・名   称 誹謗中傷・いじめから子どもを守る「ネット・トラブル情報デスク」 

・受付の方法 ホームページ上のフォーム（下記アドレス）から入力し，送信する。 

       http://www.edu.city.kyoto.jp/net-trouble.html 


